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(57)【要約】
【課題】排気が高温になる作動状態でも、流路抵抗が抑
えられる排熱回収器を提供すること。
【解決手段】エンジンの排気の熱を媒体によって回収す
る排熱回収器１は、排気が流れる多数の孔１１を有する
多孔体１０と、多孔体１０の周囲に形成されて媒体が流
れる環状流路４０と、環状流路４０における排気入口２
１側の端部に媒体を流入させる媒体入口４１と、環状流
路４０における排気出口２３側の端部から媒体を流出さ
せる媒体出口４５と、を備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エンジンの排気の熱を媒体によって回収する排熱回収器であって、
　排気が流れる多数の孔を有する多孔体と、
　前記孔に排気を流入させる排気入口と、
　前記孔から排気を流出させる排気出口と、
　前記多孔体の周囲に形成されて媒体が流れる環状流路と、
　前記環状流路に媒体を流入させる媒体入口と、
　前記媒体入口と比較して前記排気出口に近い位置に設けられ、前記環状流路に媒体を流
出させる媒体出口と、を備えることを特徴とする排熱回収器。
【請求項２】
　請求項１に記載の排熱回収器であって、
　前記環状流路は、
　前記排気入口の周囲に位置する上流側領域と、
　前記多孔体の周囲に位置する熱回収領域と、
　前記排気出口の周囲に位置する下流側領域と、を有し、
　前記媒体入口は、前記上流側領域に開口し、
　前記媒体出口は、前記下流側領域に開口することを特徴とする排熱回収器。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の排熱回収器であって、
　前記媒体入口及び前記媒体出口は、前記多孔体の中心線を含む基準面に対して略直交し
、かつ前記多孔体を挟んで前記環状流路から同一方向に延びることを特徴とする排熱回収
器。
【請求項４】
　請求項１又は２に記載の排熱回収器であって、
　前記媒体入口及び前記媒体出口は、前記多孔体の中心線方向から見たときに互いに交差
するように前記環状流路から延びることを特徴とする排熱回収器。
【請求項５】
　請求項１又は２に記載の排熱回収器であって、
　前記媒体入口及び前記媒体出口は、前記多孔体の中心線を含む基準面に対して略直交し
、かつ前記多孔体を挟んで前記環状流路から逆方向に延びることを特徴とする排熱回収器
。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか一つに記載の排熱回収器であって、
　前記多孔体は、円柱状に形成され、
　前記媒体入口及び前記媒体出口は、中心線方向から見たときに前記多孔体の中心線を中
心とする円弧の略接線方向に延びることを特徴とする排熱回収器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車等に搭載され、エンジンの排気の熱を媒体によって回収する排熱回収
器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、第一の流体が流れる熱交換部材と、熱交換部材の周囲に第二の流体が
流れる流路を形成するケーシングと、を備える熱交換器が開示されている。
【０００３】
　熱交換部材は、第一の流体が流れる多数の孔を有するハニカム構造である。
【０００４】
　ケーシングは、熱交換部材の周囲に環状の流路を形成する筒状である。ケーシングの両
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端部には、第二の流体を出入りさせる入口及び出口がそれぞれ開口している。
【０００５】
　第二の流体がケーシング内に流入する入口は、熱交換部材において第一の流体が流れる
下流側の外周に対向するように形成されている。第二の流体がケーシング内から流出する
出口は、熱交換部材において第一の流体が流れる上流側の外周に対向するように形成され
ている。第一の流体と第二の流体とは、熱交換部材の内外を向かい合わせに流れて熱交換
をする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１２－３７１６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　特許文献１に記載の熱交換器が自動車等に搭載される排熱回収器として用いられる場合
には、第一の流体としてエンジンから排出される排気が熱交換部材の内部を流れ、第二の
流体としてエンジンを循環する冷却液（媒体）が熱交換部材の周りを流れる。
【０００８】
　しかしながら、自動車等に搭載される排熱回収器では、エンジンから排出される排気が
高温になり、熱交換部材が排気の熱を吸収して高温になる作動状態がある。このような作
動状態において、ケーシング内の流路を流れる冷却液が熱交換部材の熱を受けて沸騰する
と、冷却液に生じる気泡によって冷却液の流れに与える熱交換器の流路抵抗が増大すると
いう問題がある。
【０００９】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、排気が高温になる作動状態でも
、流路抵抗が抑えられる排熱回収器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明のある態様によれば、エンジンの排気の熱を媒体によって回収する排熱回収器で
あって、排気が流れる多数の孔を有する多孔体と、孔に排気を流入させる排気入口と、孔
から排気を流出させる排気出口と、多孔体の周囲に形成されて媒体が流れる環状流路と、
環状流路に媒体を流入させる媒体入口と、媒体入口と比較して排気出口に近い位置に設け
られて環状流路に媒体を流出させる媒体出口と、を備えることを特徴とする排熱回収器が
提供される。
【発明の効果】
【００１１】
　上記態様によれば、多孔体の内外において排気の流れ方向と媒体の流れ方向とが同じ向
きになるため、多孔体の温度が排気及び媒体の流れ方向について次第に低下する。これに
より、媒体が多孔体から受ける熱量が抑えられる。したがって、排気が高温になる作動状
態でも、媒体が沸騰して気泡が生じることが防止されるので、媒体の流れに与える流路抵
抗が抑えられる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施形態に係る排熱回収器を示す斜視図である。
【図２】排熱回収器の側面図である。
【図３】排熱回収器の正面図である。
【図４】変形例に係る排熱回収器を示す斜視図である。
【図５】排熱回収器の側面図である。
【図６】排熱回収器の正面図である。
【図７】変形例に係る排熱回収器を示す斜視図である。
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【図８】排熱回収器の側面図である。
【図９】排熱回収器の正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、添付図面を参照しながら本発明の実施形態について説明する。
【００１４】
　図１～図３に示す排熱回収器１は、車両に搭載されるエンジン（図示省略）から排出さ
れる排気（気体）が通過するとともに、媒体（液体）としてエンジンの冷却液が回路（図
示省略）を通じて循環し、排気の熱を媒体によって回収する。
【００１５】
　媒体の回路には、車両の空調装置を構成するヒータコア（図示省略）が設けられる。回
路を循環する媒体は、排熱回収器１において排気の熱を回収して加熱された後に、ヒータ
コアに送られ、ヒータコアにおいて車室内に送られる空気に放熱する。これにより、エン
ジンの起動後に車室内の暖房が速やかに行われる。なお、これに限らず、媒体がオイルク
ーラ、又は他の機器を循環し、これらを暖める構成としてもよい。
【００１６】
　排熱回収器１は、排気が流れるハニカム構造の多孔体１０と、多孔体１０を収容して排
気を導く排気筒３０と、排気筒３０の周囲に形成されて媒体が流れる環状の環状流路４０
を形成する筒状のシェル５０と、を備える。
【００１７】
　多孔体１０は、中心線Ｏ１を中心とする円柱状の外形を有する。多孔体１０は、炭化珪
素（ＳｉＣ）等のセラミックスによって形成され、中心線Ｏ１方向に貫通する多数の孔１
１を有する。多孔体１０は、孔１１を流れる排気の熱を吸収し、環状流路４０を流れる媒
体に放熱する。つまり、多孔体１０は、排気の熱を媒体に伝える伝熱促進体として設けら
れる。
【００１８】
　多孔体１０は、排気筒３０の中程に収容される。排気筒３０の内側には、多孔体１０を
挟むように、排気入口２１と排気出口２３とが形成される。排気入口２１及び排気出口２
３は、中心線Ｏ１を中心とする円柱状の空間であり、多孔体１０の同軸上に延びるように
形成される。
【００１９】
　排気筒３０は、排気入口２１を形成する上流側排気筒部３１と、多孔体１０を収容する
収容筒部３２と、排気出口２３を形成する下流側排気筒部３３と、を有する。
【００２０】
　上流側排気筒部３１には、エンジンに連通する排気管（図示省略）が接続される。エン
ジンから排出される排気は、排気管を通じて多孔体１０へと導かれる。
【００２１】
　下流側排気筒部３３には、外部に連通する排気管（図示省略）が接続される。多孔体１
０を通過した排気は、排気管を通じて外部へと導かれる。
【００２２】
　排気筒３０は、それぞれ金属管によって形成される。なお、排気筒３０の収容筒部３２
は、多孔体１０を形成するセラミックスの外周部に金属を含浸させたものであってもよい
。
【００２３】
　シェル５０は、排気筒３０の中程を囲むように、つば付き円筒状に形成される。排気筒
３０の外周とシェル５０の内周との間には、環状流路４０が形成される。
【００２４】
　環状流路４０は、中心線Ｏ１を中心とする円形の内外形を持つ筒状の空間であるが、こ
れに限らず、多角形の内外形を持つ筒状の空間であってもよい。
【００２５】
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　環状流路４０は、排気入口２１の周囲に位置する上流側領域４２と、多孔体１０の周囲
に位置する熱回収領域４３と、排気出口２３の周囲に位置する下流側領域４４と、を有す
る。換言すると、中心線Ｏ１を中心とする径方向について、排気入口２１の外側に上流側
領域４２が位置し、多孔体１０の外側に熱回収領域４３が位置し、排気出口２３の外側に
下流側領域４４が位置する。
【００２６】
　シェル５０には、筒状の媒体入口管５１及び媒体出口管５５が結合される。
【００２７】
　媒体入口管５１は、環状流路４０に開口する媒体入口４１を形成する。媒体入口管５１
には、媒体の回路を構成する配管（図示省略）が接続される。媒体入口４１には、エンジ
ンによって駆動されるポンプ（図示省略）によって送られる媒体が配管を通じて導かれる
。
【００２８】
　媒体出口管５５は、環状流路４０に開口する媒体出口４５を形成する。媒体出口管５５
には、媒体の回路を構成する配管（図示省略）が接続される。環状流路４０を通過した媒
体は、媒体出口４５から流出し、配管を通じて空調装置のヒータコアに導かれる。
【００２９】
　媒体入口４１は、環状流路４０における排気入口２１側の端部に開口する。媒体出口４
５は、環状流路４０における排気出口２３側の端部に開口する。つまり、媒体出口４５は
、媒体入口４１と比較して排気出口２３の近い位置に設けられる。
【００３０】
　これにより、環状流路４０における媒体は、排気入口２１側の端部から排気出口２３側
の端部へと流れる。つまり、環状流路４０において媒体入口４１から媒体出口４５へと向
かう媒体の流れ方向と、多孔体１０において排気入口２１から排気出口２３へと向かう排
気の流れ方向と、が中心線Ｏ１方向について同じ向きになる。
【００３１】
　媒体入口４１は、環状流路４０の上流側領域４２に開口する。媒体入口４１は、多孔体
１０と排気入口２１との境界部１２より排気入口２１側（図２において左側）に配置され
る。なお、これに限らず、媒体入口４１は、図２において、多孔体１０と排気入口２１と
の境界部１２に重なるように配置されてもよい。
【００３２】
　媒体出口４５は、環状流路４０の下流側領域４４に開口する。媒体出口４５は、多孔体
１０と排気出口２３との境界部１３より排気出口２３側（図２において右側）に配置され
る。なお、これに限らず、媒体出口４５は、図２において、多孔体１０と排気入口２１と
の境界部１３に重なるように配置されてもよい。
【００３３】
　図３に示すように、媒体入口４１及び媒体出口４５は、多孔体１０の中心線Ｏを含む基
準面Ｖに対して略直交し、かつ多孔体１０を挟んで環状流路４０から同一方向に延びるよ
うに形成される。媒体入口４１及び媒体出口４５は、中心線Ｏ１方向から見たときに互い
に並ぶように配置される。
【００３４】
　図３に示すＯ２は、媒体入口４１の中心線である。中心線Ｏ１方向から見た図３におい
て、中心線Ｏ２は、中心線Ｏ１に対して下方にオフセットされ、中心線Ｏ１を中心とする
円弧Ｃの接線方向に延びている。
【００３５】
　図３に示すＯ３は、媒体出口４５の中心線である。中心線Ｏ１方向から見た図３におい
て、中心線Ｏ３は、中心線Ｏ１に対して上方にオフセットされ、中心線Ｏ１を中心とする
円弧Ｃの接線方向に延びている。
【００３６】
　次に、排熱回収器１の作用、効果について説明する。
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【００３７】
　エンジンから排出される排気は、図１及び図２に白抜き矢印で示すように、排気入口２
１、多孔体１０の孔１１、及び排気出口２３を通って中心線Ｏ１方向に流れる。多孔体１
０は、孔１１を流れる排気の熱を吸収する。一方、エンジンを循環する媒体は、黒矢印で
示すように、媒体入口４１、環状流路４０、及び媒体出口４５を通ってヒータコアへと導
かれる。環状流路４０における媒体は、多孔体１０の周りを流れることで、多孔体１０か
らの熱を受けて排気の熱を回収する。これにより、エンジンの始動後から排気の熱によっ
て媒体の温度上昇が促され、ヒータコアによる車室内の暖房が速やかに行われるとともに
、エンジンの暖機が促される。
【００３８】
　ところで、排気の温度が上昇するエンジンの運転状態では、多孔体１０が排気の熱を吸
収して高温になり、環状流路４０を流れる媒体（液体）が多孔体１０の熱を受けて沸点に
近づく。このような運転状態において、媒体が沸騰すると、媒体に生じる気泡によって媒
体の流れに与える排熱回収器１の流路抵抗が増大する。
【００３９】
　この対処方法として、排熱回収器１は、環状流路４０における排気入口２１側の端部に
媒体を流入させる媒体入口４１と、環状流路４０における排気出口２３側の端部から媒体
を流出させる媒体出口４５と、を備える。
【００４０】
　これにより、環状流路４０における媒体が多孔体１０の中心線Ｏ１方向について排気の
流れと同じ向きに流れる。このため、排気及び媒体の流れ方向について多孔体１０の温度
が次第に低下することにより、媒体が多孔体１０から受ける熱量が従来装置に比べて小さ
く抑えられる。排気の熱によって多孔体１０及び排気筒３０が高温になる作動状態でも、
媒体の最高温度の上昇が抑えられることにより、環状流路４０において排気筒３０の周り
を流れる媒体が沸騰して気泡が生じることが防止され、媒体の流れに与える流路抵抗が抑
えられる。こうして、媒体を循環させるエンジンの負荷が抑えられることにより、エンジ
ンの出力が高められる。
【００４１】
　また、排熱回収器１では、基準面Ｖが略鉛直方向に延び、媒体入口４１が環状流路４０
の下部（中心線Ｏ１より下方の部位）に開口し、媒体出口４５が環状流路４０の上部（中
心線Ｏ１より上方の部位）に開口するように設置される。
【００４２】
　これにより、環状流路４０において媒体が沸騰して気泡が生じた場合に、気泡が浮力に
より環状流路４０から媒体出口４５に集まって排出され、気泡によって媒体の流れに与え
る流路抵抗が抑えられる。
【００４３】
　また、排熱回収器１では、媒体入口４１が排気入口２１の周囲に位置する上流側領域４
２に開口し、媒体出口４５が排気出口２３の周囲に位置する下流側領域４４に開口する。
【００４４】
　これにより、媒体入口４１から上流側領域４２に流入した媒体は、多孔体１０を収容し
ていない排気入口２１の周りを流れるため、排気の熱が多孔体１０を介して伝えられるこ
とが抑えられる。上流側領域４２を通過した媒体は、熱回収領域４３を流れる過程で、排
気の熱が多孔体１０を介して伝えられる。下流側領域４４から媒体出口４５を通って流出
する媒体は、多孔体１０を収容していない排気出口２３の周りを流れて媒体出口４５から
流出するため、排気の熱が多孔体１０を介して伝えられることが抑えられる。このように
、上流側領域４２と下流側領域４４の周りを流れる媒体が加熱されることが抑えられるた
め、媒体の最高温度が低くなり、媒体の流れに与える流路抵抗が有効に抑えられる。
【００４５】
　また、排熱回収器１では、媒体入口４１と媒体出口４５とが、多孔体１０の中心線Ｏを
含む基準面Ｖに対して略直交し、かつ多孔体１０を挟んで環状流路４０から同一方向に延
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びる。
【００４６】
　これにより、媒体は、媒体入口４１から環状流路４０を旋回するように流入して、環状
流路４０を旋回しながら流れた後、媒体出口４５を通って円滑に流出し、環状流路４０を
通過する流速が高められる。
【００４７】
　また、排熱回収器１では、中心線Ｏ１方向から見たときに媒体入口４１と媒体出口４５
とが互いに並ぶように配置される。
【００４８】
　これにより、媒体入口４１及び媒体出口４５にそれぞれ接続する２本の配管が互いに並
んで延び、各配管が設けられるスペースを小さくすることができる。
【００４９】
　また、排熱回収器１では、中心線Ｏ１方向から見たときに媒体入口４１及び媒体出口４
５が多孔体１０の中心線Ｏを中心とする円弧Ｃの略接線方向に延びる。
【００５０】
　これにより、媒体は、媒体入口４１を通って多孔体１０の中心線Ｏを中心とする円弧Ｃ
の略接線方向から環状流路４０に円滑に流入する。そして、環状流路４０を旋回しながら
流れた媒体は、多孔体１０の中心線Ｏを中心とする円弧Ｃの略接線方向から媒体出口４５
を通って円滑に流出する。これにより、環状流路４０を通過する媒体の流速が高められる
。
【００５１】
　以上のように、排熱回収器１によると、媒体が環状流路４０を通過する時間が十分に短
縮され、媒体が沸騰して気泡が生じることが防止される。この結果、媒体の循環回路にア
シストポンプを設けて媒体の流速を高める必要がなく、媒体を循環させるシステムが複雑
化することを回避できる。
【００５２】
　次に、図４、図５、図６に示す排熱回収器１の変形例を説明する。
【００５３】
　媒体入口４１及び媒体出口４５は、中心線Ｏ１方向から見たときに環状流路４０から互
いに交差して延びるように形成される。
【００５４】
　中心線Ｏ１方向から見た図６において、媒体入口４１の中心線Ｏ２と媒体出口４５の中
心線Ｏ３とは、多孔体１０の中心線Ｏを含む基準面Ｖに対して略同一角度をもって傾斜し
、かつ中心線Ｏ１を中心とする円弧Ｃの略接線方向にそれぞれ延びるように形成される。
【００５５】
　媒体入口４１及び媒体出口４５が円弧Ｃの略接線方向に延びることにより、媒体は、媒
体入口４１から環状流路４０を旋回するように流入して、環状流路４０を旋回しながら流
れた後、媒体出口４５を通って円滑に流出する。これにより、媒体の最高温度が低くなり
、媒体の流れに与える流路抵抗が有効に抑えられる。
【００５６】
　そして、媒体入口４１と媒体出口４５とが中心線Ｏ１方向から見たときに環状流路４０
から互いに交差して延びるため、媒体入口４１から環状流路４０に流入した媒体は、多孔
体１０の周りを１周以上旋回して流れた後に媒体出口４５から流出する。これにより、環
状流路４０における媒体の流速が高められ、媒体に気泡が生じることが防止される。
【００５７】
　排熱回収器１は、媒体入口４１及び媒体出口４５にそれぞれ接続して媒体を導く２本の
配管が互いに近接して延びるため、各配管が設けられるスペースを小さくすることができ
る。
【００５８】
　次に、図７、図８、図９に示す排熱回収器１の変形例を説明する。
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【００５９】
　媒体入口４１及び媒体出口４５は、多孔体１０の中心線Ｏを含む基準面Ｌに対して略直
交し、かつ多孔体１０を挟んで環状流路４０から逆方向に延びるように形成される。
【００６０】
　中心線Ｏ１方向から見た図９において、媒体入口４１の中心線Ｏ２と媒体出口４５の中
心線Ｏ３とは、中心線Ｏ１を中心とする円弧Ｃの接線方向にそれぞれ延びるように形成さ
れる。
【００６１】
　これにより、媒体は、媒体入口４１から環状流路４０を旋回するように流入して、環状
流路４０を旋回しながら流れる。これにより、環状流路４０における媒体の流速が高めら
れ、媒体に気泡が生じることが防止される。
【００６２】
　排熱回収器１は、基準面Ｌが略水平方向に延び、媒体入口４１が下方に延び、媒体出口
４５が上方に延びるように設置される。
【００６３】
　これにより、環状流路４０において媒体が沸騰して気泡が生じた場合に、気泡が浮力に
より環状流路４０から上方に延びる媒体出口４５を通って排出され、流路抵抗が抑えられ
る。
【００６４】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、上記実施形態は本発明の適用例の一部を
示したに過ぎず、本発明の技術的範囲を上記実施形態の具体的構成に限定する趣旨ではな
い。
【００６５】
　本発明は、車両に搭載される排熱回収器として好適であるが、車両以外に使用される熱
交換器にも適用できる。
【符号の説明】
【００６６】
　１　　排熱回収器
　１０　　多孔体
　１１　　孔
　２１　　排気入口
　２３　　排気出口
　３０　　排気筒
　４０　　環状流路
　４１　　媒体入口
　４２　　上流側領域
　４３　　熱回収領域
　４４　　下流側領域
　４５　　媒体出口
　Ｏ１　　中心線
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